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Make-up FLOW: 個人差・状況差の大きい化粧工程の構造化と 
忘れやすさに関する調査 
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概要：外出する際に化粧をする女性は多く存在する．しかしひとえに化粧と言っても，多くの女性は生活場面に合わ
せて化粧をするため，その工程は様々であり複雑に分岐している．そのような複雑な工程をもつ化粧において，ある

工程を忘れて飛ばしてしまうという問題や，化粧のバリエーションが増やせずに固定化してしまうという問題があ

る．これらの問題は，自身の化粧工程を把握および俯瞰できていないこと，また他者の化粧工程を知る機会が少ない
ことが原因の一部であり，化粧の工程を構造化して活用することにより支援ができると考えられる．そこで本研究で

は，化粧工程の構造化を行い，作成した化粧工程のフローチャート（以下，化粧フローチャートとする）の様々な化

粧支援への応用可能性を調査する．本稿では，化粧工程の構造化にあたって化粧工程に関する基礎調査を行い，調査
結果に基づいた化粧フローチャート作成システム Make-up FLOW の実装，およびシステムの利便性の検証を行った．

また忘れやすい工程についても分析したところ，ベースメイクや立体感を出す工程を忘れやすいことが明らかになっ

た． 
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1. はじめに 

化粧は多くの女性にとって身だしなみの一環であり[1]，
コロナ禍になり外出頻度が減少した現在においても多く行

われている．プレミアアンチエイジング株式会社が 1,342
名の会員に対して行ったコロナ禍での化粧に関する調査に

よると，化粧をする頻度が週に 4日以上であるという回答
が 8 割を占めている[2]．しかし化粧と一括りに言っても，
多くの女性は TPO に合わせて化粧を行うため[3]，その化
粧工程は様々であり日々使い分けられている． 
化粧には，その工程の複雑さ故に，一部の工程を忘れて

飛ばしてしまうという問題や，化粧のバリエーションが増

やせずに固定化してしまうという問題が存在する．ここで

化粧には，一度飛ばすと戻ってやり直せない工程がある．

例えば，ファンデーションなどのベースメイクは，顔全体

に均一に塗り広げる必要があるが，塗り忘れた状態で先の

工程を行ってしまうと，その後ベースメイクをムラなく施

すことは難しい．そして，このような化粧の工程忘れは化

粧崩れを発生させ，日中の化粧直しの手間を増加させる原

因となる． 
また化粧は，髪型や服と同様に自身に似合うものの判別

が難しい．C Channel 株式会社が 128 名の女性に対して行
った化粧に関する調査によると，メイク方法に関する気に

なることに対して自分に似合うメイク法と回答した人が

81.3%で最多となっている[4]．このように自身に適した化
粧を把握していない時点で起こる化粧の固定化は，自身の

魅力を発揮できない化粧を施し続ける恐れがあることから

望ましくない．また，化粧のバリエーションは多いほどそ

の時の自身が望む姿に近づけることができ，日常的な化粧

を日々新鮮に楽しむことができるため，化粧の種類を増加
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させるための支援も需要がある．ポーラ文化研究所が 1,800
人の女性に対して行った化粧行動・意識に関する調査では，

15 歳から 30 代前半において過半数の人が流行のメイクを
取り入れており[5]，新しい化粧方法に対する意欲の高さが
伺える．以上のように，頻度高く行われる化粧における工

程忘れおよび固定化防止の支援は重要であるといえる． 
こうした問題は，自身の化粧工程を把握および俯瞰する

ことがそもそも難しいこと，また工程数やそのためのアイ

テム数が多いにも関わらず，教えてもらう機会が少なく我

流で化粧を行っていること，さらに日常において他者の化

粧は完成系しか見る機会がないため，他者の化粧方法を知

るのが難しいことが原因として挙げられる． 
こうした問題を解決するには，化粧工程の構造化を行い，

把握および俯瞰可能にするとともに，他者と共有可能とし，

さらに共通点や相違点を容易に計算可能とすることが重要

である．ここで，複雑な工程の可視化手法としてフローチ

ャートがあり，プログラミングのみならず料理や医療，教

育分野の研究においても活用されている[6][7][8]．しかし
化粧工程は，例えばチークを頬に塗った後に鼻に塗布する

など，同じアイテムを使用していても施す部位が異なれば

別の工程となる．また，アイブロウのペンシルタイプを使

用した後にパウダータイプをつけるなど，同じアイテムで

あっても形状が異なるものを重ねる場合がある．さらに，

工程の分岐条件も個人によって様々であり，一般的なフロ

ーチャート作成サービスを用いて記述規則を統制した化粧

工程のフローチャート（以下，化粧フローチャートとする）

を作成することは困難であると考えられる． 
そこで本稿では，化粧工程の構造化に先立って化粧工程

に関する基礎調査を行い，調査結果に基づいて化粧フロー

チャート作成に特化したシステムMake-up FLOWの実装を
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行う．また化粧の工程忘れ支援を目的として，基礎調査で

は忘れやすい化粧工程にアノテーションした化粧フローチ

ャートを収集し，数多の化粧フローチャートから化粧にお

いて忘れやすい工程の分析を行う． 

2. 関連研究 

2.1 化粧のもつ効果に関する研究 
化粧のもつ効果に関して様々な研究が行われている．鈴

木ら[9]は，化粧のもつポジティブな心理的効果を「積極性
の上昇」，「リラクセーション」，「対外的な気分の高揚」，「対

自的な気分の高揚」，「安心」の 5因子に分類している．一
方板垣ら[10]は，化粧に伴うリスクの知覚を「化粧行動を思
い浮かべた時に予想される化粧効果性に伴う懸念」と定義

し，それを化粧リスク懸念と名付けている．後続研究にお

いて諸井ら[11]は，化粧リスク懸念尺度を検討し，「自己顕
示懸念」，「効果持続性懸念」，「化粧くずれ懸念」の 3因子
としている． 
化粧の外見的効果について分析した研究も多く存在す

る．Jonesら[12]は，化粧をすると顔の特徴が大きく見える
という仮説を検証するために，化粧をした顔写真と化粧を

していない顔写真の顔の特徴の大きさを平均的な基準顔と

比較する実験を行った．その結果，目と眉は化粧をしてい

る方が化粧をしていない時より一貫して大きく見えること

を明らかにしている．また Tagaiら[13]は，薄化粧と厚化粧
が顔の魅力度と顔認識に及ぼす影響について調査し，薄化

粧顔の魅力度が高く，すっぴん顔の魅力度が低いことを示

している．一方で，すっぴんや薄化粧顔は厚化粧顔よりも

認識性能が高く，厚化粧顔は誤認識率が他の顔よりも高い

ことを明らかにしている．このように化粧には心理的・外

見的効果が存在することが明らかになっている．本研究で

は，化粧のポジティブな心理的効果の保護および外見的効

果の維持のために，化粧フローチャートを用いて化粧にお

ける諸問題を解決することを目的としている． 
2.2 化粧工程に関する研究 
化粧工程は，使用する化粧品の多さおよび個人の状況に

応じた選択が多いことからとても複雑になっている．諸井

ら[14]は，女子大学生に通学時の化粧で 39の化粧工程をそ
れぞれどの程度行うかについて質問紙調査を行った．その

結果，化粧工程が「外見的な変化を印象づけるアイメイク

を中心とした化粧」，「自分の顔の欠点をカバーしたいとい

う化粧」，「肌の健康状態などを保つためのケアのまとまり」

の大きく 3つに分類できることを示している．また野尻ら
[15]は，パーティーへの参加を想定した化粧プロセスとそ
の所要時間について，成人女性を対象に調査を行った．そ

の結果，全被験者の化粧プロセスが下地，ファンデーショ

ン，アイブロウ，チーク，グロスまたは口紅という順番に

なり，化粧プロセス数が多いほど所要時間が増加すること

を明らかにしている．このようにある状況での化粧工程に

関する研究は行われているが，分岐を含む化粧工程に関す

る調査や化粧工程の可視化はこれまで行われていない．ま

た，こうした分析を行うための化粧データ共有基盤も確立

されていない． 
2.3 化粧支援に関する研究 
化粧の技術支援に関する研究は様々に行われている．

Kajitaら[16]は，リアルタイムでファンデーションの塗布状
態を可視化することで塗りムラを無くすシステムの実現を

目指し，機械学習によりファンデーションの塗布画像と素

肌画像を 82.3%の精度で判別可能であることを明らかにし
ている．また高木ら[17]は，化粧の技能向上を目的として，
ユーザが自身の顔に行った化粧へのアドバイス機能を有し

た 3次元メイクアップアドバイスシステムを提案している．
このシステムでは，メイクアップ処理画像とユーザの化粧

顔画像を比較することで，改善すべき点を洗い出している． 
化粧品選択に関する研究も多数行われており，濱野ら

[18]は，化粧品購入時に参考にするクチコミの信憑性判断
が困難であることから，作成した信憑性評価軸をもとにし

て化粧品クチコミの信憑性を評価するシステムを提案して

いる．また Tamら[19]は，パーソナライズ化された化粧品
推薦を行い，入力された素顔の画像に対して，推薦された

化粧品を使用した化粧効果を可視化するシステムを提案し

ている．この研究では顔の特徴・属性，化粧の属性の関係

を記述したモデルを学習させることで，最適な化粧品の属

性を提案する化粧品推薦モデルを作成しており，このモデ

ルによって入力された顔画像に対する化粧品推薦を実現し

ている． 
一方 Nakagawaら[20]は，化粧のバリエーション増加支援

を目的とし，化粧に関するライフログを手軽に取得・共有

できる Smart Makeup System を提案している．このシステ
ムでは，RFIDタグと RFIDリーダーを用いることで使用し
た化粧品のリストを取得し，自身の化粧顔画像と一緒に化

粧品リストを手軽にデータベースに登録できる． 
以上のように化粧支援に関する研究は多岐に渡って行われ

ている．本研究は，化粧フローチャートにより化粧を支援

するものであり，こうした研究にも応用可能であると考え

られる． 

3. 化粧工程に関する基礎調査 

化粧工程の構造化のため，化粧工程のもつ特徴を明らか

にする必要がある．ここでは，フローチャートに抵抗のな

い情報系の大学生・大学院生に，既存のフローチャート作

成サービスを用いて化粧フローチャートを作成してもらう

とともに，化粧に関するアンケート調査を行い，化粧工程

について分析を行う． 
3.1 既存サービスを用いた化粧フローチャート収集 

オンライン上で手軽にフローチャートが作成できるWeb
サービス draw.io[21]を使用して，化粧フローチャートの収
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集を行った．なお本調査は，化粧工程の複雑さを把握する

目的から，工程数が比較的多いと考えられる女性に対象を

絞って行った．調査協力者は，著者らを含む 20 歳から 24
歳の情報系の大学生および大学院生 10 名であった．本収
集では，依頼時点（2022 年 6 月頃）に普段行っていた化粧

工程についてフローチャートで表すように指示した． 
化粧フローチャートの作成には，化粧の特性を考慮し，

一般的なフローチャートで用いる記号をもとにした開始・

終了ノード，化粧ノード，化粧分岐ノード，気合い分岐ノ

ードの 5種類のノードを用いるようにした．各ノードがも

つ意味と実際の形状を表 1に示す．ここで化粧分岐ノード
は，単体で分岐とノードの役割を兼ねておりフローチャー

トとして適切ではないが，化粧工程の全体を通して見た時

に，工程自体の分岐の程度を見やすくするためにシンプル

なものとしている．なお化粧工程を記述する際の規則とし

て，以下の 2つを設けた． 
• 使用するアイテム名が変わる場合にそれぞれを 1 工

程として記載する（例えば，アイブロウペンシルの次

にアイブロウマスカラを使用する場合はそれぞれを 1
工程とする） 

• ファンデーションなど形状によって工程の順番が変

わる場合は，形状の違いを分岐条件としてノード間を

繋ぐ（例えば，ファンデーションがリキッドタイプか

パウダータイプかで次の工程を分岐させる） 
また，化粧において忘れやすい工程の特徴を明らかにす

るため，忘れやすい工程のノードの背景色をピンク色に設

定するように指示した． 
3.2 結果と分析 
収集した 10 人の化粧フローチャートから，その工程数

や分岐数，工程の順番について分析を行った．10人の化粧
フローチャートの分析結果を表 2に示す． 
まず，1 回の化粧における工程数は分岐の選択によって

異なることから，各協力者の工程数の最大・最小およびそ

の差を求めた．その結果，工程数の最大は 24工程，最小は

1 工程となり，個人の化粧における最大の工程数の平均は
16.6工程となった．また，化粧フローチャート内の分岐ノ

ードの数と化粧工程のパターン数を求めたところ，分岐数

の最大は 16 個，パターン数の最大は 1,296 通りとなった． 
次に，最大工程数が 24工程ある Jの化粧フローチャート

を図 1，パターン数が 1,296 通りある F の化粧フローチャ
ートを図 2 に示す．図 1 と図 2 より，J の化粧フローチャ
ートは Fと比較して，気合い分岐ノードの分岐先に化粧分
岐ノードが多く存在していることが分かる．また，F の化
粧フローチャートにはファンデーションの工程において 3
つの分岐が存在しており，これらの分岐の組み合わせの違

いから，J よりも F のパターン数の方が多くなったことが
考えられる． 
また，各協力者の化粧工程を施術部位ごとに分類し，そ

の順番を求めた．なお施術部位は，化粧下地やファンデー

ションなどのベース，アイブロウなどの眉，アイシャドウ

やビューラーなどの目，リップやグロスなどの口，チーク

やハイライトなどの立体感の 5種類に分類した．その結果，
全員がベースから化粧を開始し，2 番目は眉に化粧を施す
人が多いことが分かった．3 番目以降は個人によって順番

が前後しており，全体的な傾向は見られなかった．また，

一度施術した部位に再度戻る場合があるかを見たところ，

10人中 3人が同じ施術部位に再度化粧を施していた． 
化粧において忘れやすい工程のノードに色をつけるよ

う協力者に依頼したところ，合計 45工程（1人平均 4.5工
程）が挙げられた．それらのノードの形状および化粧フロ

ーチャート上の位置から，忘れやすい工程が常に行われて

いる工程か否かで分類したところ，常に行われているが忘

れる工程が 11 工程，やらない時があって忘れる工程が 34
工程という結果になった．なお協力者ごとに見た場合にも，

表 1 5種類のノードの意味とその形状 

ノード名 意味 

開始・終了ノード 
化粧の開始・終了地点 

 

化粧ノード 
化粧時には必ず行う化粧工程 

 

化粧分岐ノード 

やらない時がある化粧工程 

 

気合い分岐ノード 

気合いの有無での分岐地点 

 

 
表 2 10人の化粧フローチャートの分析結果 

名前 最大数 最小数 差 分岐数 パターン数 

A 10 1 9 5 8 

B 13 7 6 6 48 

C 14 2 12 7 48 

D 14 10 4 4 12 

E 15 8 7 6 64 

F 16 7 9 11 1296 

G 17 8 9 10 768 

H 21 11 10 6 32 

I 22 15 7 2 4 

J 24 5 19 16 1056 
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やらない時がある工程の方が多く忘れられていた．また，

忘れやすい工程の種類を分類したところ，フェイスパウダ

ーやコンシーラーなどのベースメイク，チークやハイライ

トなどの立体感を出す工程が多く挙げられていた．次いで，

ビューラーやマスカラなどのまつ毛に施す工程が忘れられ

ていた． 
3.3 化粧工程に関するアンケート調査 

3.1 節において既存サービスを用いて化粧フローチャー

トを収集したが，実験者側で指定したノードや記述規則が

化粧フローチャートを作成するにあたって適切であったか

は不明である．そこで，適切な記述規則を決定するために，

Google Form を使用して化粧工程に関するアンケート調査
を行った．なお本調査は，3.1 節と同様に化粧工程が比較的

多いと考えられる女性に対象を絞って行った．回答者は 20
歳から 25歳の大学生および大学院生 25名であった． 
アンケート調査結果の一部を図 3~6に示す．図 3は回答者
の化粧頻度を表しており，この結果より全員が週に 1度以
上化粧を行っていることが分かった．化粧をする時につい

忘れてしまう工程の有無を図 4，忘れることがあると回答
した人の忘れる工程の施術部位と種類を表 3 に示す．図 4
より，化粧をする際に忘れる工程がある人は 76%と多いこ
とが分かった．また表 3より，3.2 節と同様にベースメイク

や立体感を出す工程を忘れる人が多く，忘れる工程の施術

部位ごとの分布は 3.2 節の結果と類似していた．図 5 は普

段の化粧工程および使用する商品を変えるかどうかの回答

をまとめたものであり，いずれも 76%が変えると回答して
いた．なお図 4，5は全て同じ割合となっているが，各設問

においてあり・なしのそれぞれの回答者は同一ではなかっ

た．また図 6は化粧工程および商品を変えるきっかけをま

とめたものであり，全 8条件が挙げられ，上位には行き先
や会う相手の違い，化粧にかけられる時間の長さが挙げら

れていた． 

4. Make-up FLOW 

3 章での調査結果をもとに，化粧フローチャート作成に

特化したシステム Make-up FLOW を提案および実装する．
本章では，Make-up FLOWの実装と利用方法について述べ

る． 
4.1 システムの必要要件とデザイン 

3 章の調査結果をもとに，Make-up FLOW を実装するに
あたって必要な要件と，それを実現するためのシステムの

デザインを考えた． 
まず 3.1 節より，協力者によって化粧フローチャート上

の工程名の表記が異なっている場合が見られた．このよう

な表記のブレは，化粧フローチャートの分析や化粧支援に

おける利用時に問題になるため，あらかじめ実験者側で設

  

図 1 協力者 Jの化粧フローチャート 図 2 協力者 Fの化粧フローチャート 
 

Vol.2022-HCI-200 No.18
Vol.2022-UBI-76 No.18

2022/11/9



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2022 Information Processing Society of Japan 5 
 

定できる化粧工程を定めておき，システムにおいてユーザ

は定められた化粧品リストの中から工程を選択する方式が

望ましいと考えられる． 
また 3.1 節より，同じアイテムを別の部位に塗布したり，

同じアイテムで形状が異なるものを重ねて塗布したりする

場合が見られた．そのため，アイテム名の表示だけでは同

じアイテムを使用している工程を区別しにくいことから，

化粧工程を表すノードにはアイテム名とともに，施術部位，

アイテムの形状も記述する必要があると考えられる． 
次に 3.3 節より，工程の分岐理由として 8 条件が挙げら

れた．しかし，8 条件をシステムの分岐理由として採用す

ると，化粧フローチャート作成時の分岐理由の選択が困難

になる．そこで，投票数の多かった「行き先の違い」，「会

う相手の違い」，「化粧にかけられる時間の長さ」，「外出時

間の長さ」，「季節の違い」を選定したうえで，「行き先の違

い」と「会う相手の違い」は，組み合わせによってその日

の化粧に対する気合いの程度を決定づけると考えられるた

め，それらの複合条件として「気合いの有無」を設定し，

計 4条件を分岐理由として採用した． 
また 3.1 節の協力者数名より，「化粧フローチャート作成

時に，入れ忘れた工程があることに気づいて工程を後に追

加することを数回繰り返した」というコメントが得られた．

この原因として，図形だけの画面では自身の化粧工程が想

像しにくかったということが考えられる．そのため，追加

された工程に応じて化粧が施されていく顔のイラストを提

示し，自身の普段の化粧状況を想像しやすくする必要があ

ると考えられる． 
4.2 実装 
自由度の高いフローチャートを作成できる Vue.jsライブ

ラリ Vue Flow[22]を用いて，直感的な操作で化粧フローチ

ャートを作成できる Web システム Make-up FLOW を実装
した（図 7）． 

4.1 節で考案したシステムのデザインから，本システムで

使用するノードを表 4のように決定した．化粧ノードでは
施術部位を表したイラストおよび使用するアイテム名を表

示し，アイテムの形状が複数あるものには（）内に形状名

も表示した．なお化粧ノードの要素は，図 7の③のエリア

にあるプルダウンメニューで選択できるように実装した．

また選択できるアイテムとして，化粧品の大手総合情報サ

イトである@cosme[23]の化粧品アイテムカテゴリを参考

にして，計 29工程を設定した．また分岐ノードでは分岐条

件名のみを表示した． 
ここで化粧にかけられる時間が短い時には，長い時の工

 
図 3 化粧頻度 

 

 

図 4 化粧時に忘れてしまう工程の有無 
 

 

図 5 化粧工程と商品を変えることの有無 
 

 

図 6 化粧工程と商品を変えるきっかけ（複数選択可） 
 

表 3 忘れる工程の種類と部位（自由記述） 

施術部位 工程名 数 

ベース 日焼け止め 1 

コンシーラー 4 

フェイスパウダー 5 

眉 アイブロウ 3 

アイブロウマスカラ 2 

アイブロウのぼかし 1 

目 アイシャドウ下地 3 

アイライナー 4 

涙袋のメイク 1 

まつ毛 ビューラー 2 

マスカラ下地 1 

マスカラ 2 

立体感 チーク 3 

ハイライト 6 

シェーディング 1 

口 リップ 1 
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程から意図的に数工程を飛ばすことが考えられる．そこで，

「化粧にかけられる時間の長さ」の条件は分岐ノードとし

て設定せずに，意図的に飛ばす工程を選択する方式にした．

また各ノードから出せるエッジの本数について，分岐ノー

ドは 2本，それ以外のノードは 1本と設定した．なお分岐

ノードのエッジには，設置する順番によって気合い分岐ノ

ードには「あり/なし」，季節分岐ノードには「夏/冬」，外出
時間分岐ノードには「長い/短い」というラベルを設定した． 
上記において，3.1 節とは異なり分岐ノードを複数設定し

たことから，化粧フローチャート作成時には同じ工程のノ

ードを複数個使用したい状況が考えられる．そのため，選

択した範囲内に含まれるノードを一括で複製できるコピー

機能を搭載した． 
また，自身の日々の化粧を想像しやすくするために，工

程の追加に伴って化粧効果が可視化される顔のイラスト

（図 8）を図 7の②のエリアに表示した． 
4.3 利用方法 
本システムでは 3 段階に分けて化粧フローチャートの作

成を行う．以下に，本システムの画面をエリアごとに番号

分けした図 7を用いて，本システムの操作手順を説明する． 
まず 1 段階目では，4.1 節で設定した 4条件のうち「気合

いの有無」，「季節の違い」，「外出時間の長さの違い」の 3
条件を考慮した一連の化粧フローチャートを作成する．な

お 4.2 節より，化粧にかけられる時間が短い時に飛ばす工

程を後に選択してもらうため，1 段階目では「化粧にかけ

られる時間が十分にある状況」を想定して作成してもらう

こととした．具体的な手順として，まずユーザは追加した

い工程の施術部位，使用するアイテム，アイテムの形状を

③のエリアにあるプルダウンメニューからそれぞれ選択す

る．次に，選択した工程を表す化粧ノードが④のエリアに

作成されるため，ユーザはそこから化粧ノードや分岐ノー

ドを⑤のエリアに向かってドラッグ&ドロップすることで
ノードを追加する．最後に，⑤のエリアにおいて追加した

ノード間のエッジを繋ぎ，これらの手順を繰り返すことで

化粧フローチャートを作成する． 
2 段階目では，作成した化粧フローチャート内で「化粧

にかけられる時間が短い状況」で意図的に飛ばす工程をク

リックして選択し，3 段階目ではやろうと思っていたのに

つい忘れてしまう工程をクリックして選択する．3 段階の

作業が全て終了したら，①のエリアにある終わるボタンを

押すことで化粧フローチャートのデータがデータベースに

送信される． 

5. Make-up FLOWの利用実験 

4 章において作成したMake-up FLOWの利便性を検証す

るために，本システムを利用して化粧フローチャートを作

成する実験を行った．実験協力者は 22歳から 24歳の大学
生と大学院生 8名である．実験では，本システムの利用方

法について説明したページをサイト上に設け，説明ページ

を読んだうえで化粧フローチャートを作成するように依頼

した．なお制限時間は設けずに，コロナ禍以前の化粧に関

する化粧フローチャートを作成してもらった．また実験後

には，本システムの使用感に関するアンケートに回答して

もらった． 
アンケートの選択設問の結果を図 9~11 に示す．図 9 は

実験協力者の化粧頻度を表しており，全員が週に 1度以上
化粧を行っていることが分かった．また図 10 は本システ
ムにおける化粧フローチャート作成の難易度を示しており，

過半数が簡単だったと回答している一方で，難しかったと

いう回答も一部存在していた．本システムにおける操作の

分かりやすさの結果を図 11に示す．この結果より，本シス
テムの操作の分かりやすさについては全員が分かりやすか

ったと回答していたことが分かる． 
アンケートの自由記述の結果より，本システムの良かった

ところとして「アイテムの形状の選択肢が元々あったので

 
図 7 Make-up FLOWのフローチャート作成画面 

 

 
図 8 化粧工程追加に伴う顔イラストの変化 

 
表 4 化粧フローチャートで使用するノードの一覧 

ノード名 形状 

開始・終了ノード 
 

化粧ノード 

 
分岐ノード 
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とてもやりやすかった」，「飛ばす工程も可視化されたら思

い出すことができた」，「顔の画像が変化することで，あと

なにが足りないのかが分かりやすかった」などが挙げられ

た．一方，本システムに追加・改善してほしい機能として

「化粧ノードや分岐ノードの設定を自分でできる機能」，

「undo・redo機能」，「TPOなどの分岐理由の追加」などが

望まれた．また追加してほしい化粧項目では，「リップクリ

ームの形状」，「アイプチ」，「ファンデーション塗布時に使

用するアイテムの種類」などが挙げられた．本システムを

使用しての感想としては，「前回作った時とは工程が変わっ

ているのをこのシステムを使ったことによって気づいた」，

「フローチャートを作ることで自分の化粧方法はもっと良

い方法があるのではないか？と思った」，「自分の化粧を見

直すことができるいい機会だった」などポジティブなもの

が多く得られた． 

6. 考察と展望 

6.1 忘れやすい工程の特徴について 
3.2 節および 3.3 節より，ベースメイクや立体感を出す工

程が忘れやすいことが分かった． 
ここで，ベースメイクにおける忘れやすい工程の内訳とし

て，コンシーラーやフェイスパウダー，ファンデーション

などが挙げられていた．これらは肌色を整えたり，毛穴や

隈などの肌の悩みをカバーしたりする目的で行われる工程

であるため，目周りをはっきりと色づけるアイシャドウな

どと比較して，塗布した前後での差が分かりにくいことが

忘れやすい原因として考えられる． 
一方，立体感を出す工程における忘れやすい工程として，

チークやハイライト，シェーディングなどが挙げられてい

た．これらは顔の立体感を演出する目的で行われる工程で

あることから，ベースメイクと反対に赤色や茶色などの肌

色と異なる色が使用される．それにも関わらず忘れやすい

原因として，化粧の仕上げとして多く行われる工程である

ことと，コロナ禍により外出時に常にマスクを着用してい

ることが挙げられる．立体感を出す工程は，ポイントメイ

クを終えた後に顔全体のバランスを見ながら行われる場合

が多い．そのため，既に基本的な化粧効果は得られている

ことから，化粧にかけられる時間が短い時や化粧に対する

気合いがない時には飛ばされやすくなっている．またコロ

ナ禍の現在において，マスク着用によってこれらの化粧効

果が隠されていることからも省略されることが多い[24]．
実際に 3.2 節の化粧フローチャートにおいても，立体感を

出す工程を行っている協力者の過半数がこれらの工程をや

らない時がある工程としていた． 
6.2 Make-up FLOWについて 

5 章の実験より，全実験協力者が本システムの操作を分

かりやすいと評価していたが，本システムを利用した化粧

フローチャート作成自体は難しいという評価があった．こ

こで，難しいと評価した実験協力者から「説明の言葉が多

くて，読み解くのに時間がかかった」という感想が得られ

た．実験では，本システムの操作方法を理解してからシス

テムを使ってもらうために説明ページを設けていた．ここ

で，操作方法や化粧フローチャートの作成手順に関して説

明文が多くなっていたため，作成に対する難しさの覚えや，

実験者の意図と異なる文章の読み取りの発生に繋がったと

考えられる．そのため文章で説明するのではなく，実際の

システム画面を用いて，本システムの操作方法をユーザに

体験してもらいながら説明するチュートリアルを設けるこ

とで改善できると期待される． 
5 章の化粧フローチャートにおいて，気合い分岐ノード

の分岐先に同じノードを再度配置している例が何件も見ら

れた．このような配置の発生原因として，システムにおい

て統制するべき点をユーザに委ねてしまったことが挙げら

れる．例えば，上記の分岐ノードの誤配置については，シ

ステム上で分岐ルートを判定し，同じ分岐ノードを置けな

いように設定するなど対策が考えられる．また根本的な問

題として，フローチャートに馴染みのない一般的なユーザ

には，一からフローチャートを作成することは困難である

と考えられる．そのため，より容易に作成できる仕組みや，

他者との化粧フローチャート共有により，類似した化粧工

程を参照して一部だけを変更するなどの仕組みの実現によ

り，化粧フローチャートの作成容易性の向上が期待される． 
実験協力者 5名から，化粧フローチャートの作成が自身

 
図 9 化粧頻度 

 

 

図 10 システムを利用したフローチャート作成の難易度 
 

 
図 11 システムの操作の分かりやすさ 
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の化粧を振り返る機会となったというポジティブな感想が

得られた．また実験協力者より，「これまで自分には忘れて

いる工程はないと思っていたけど，フローチャート化した

ことで無意識に忘れている工程があることに気づけた．そ

れに，実験後から工程の順番を意識して化粧をするように

なった」という感想を得られた．以上のように，化粧工程

の構造化は自身の化粧工程の把握および俯瞰を可能とする

だけでなく，自身の化粧工程の改善点や以前の化粧工程と

の変化の発見を促す可能性が示唆された． 
一方，本システムにおける改善してほしい点として，シ

ステムの自由度を上げる機能が多数挙げられた．現システ

ムでは，一度設定した化粧ノードの要素を変えることはで

きず，また誤った操作を取り消す undo 機能が搭載されて

いない．そのため，今後は選択した化粧ノードの要素を変

更できる小さな操作パネルを常時設置し，加えて undo・redo
機能の実装を行っていく予定である． 

7. まとめ 

本研究では，化粧における諸問題の解決を目指して，化

粧工程について基礎調査を行ったうえで，化粧をする個人

が自身の化粧工程について把握および俯瞰可能とするため

に，化粧の構造化システムMake-up FLOWを実装し，その
利便性の検証を行った． 
基礎調査の結果，協力者 10 名の化粧における最大の工

程数の平均は 16.6 工程，最大のパターン数は 1296 通りと
なり，化粧工程の複雑さがよく表れた．また化粧工程の分

岐条件として，行き先や会う相手の違い，化粧にかけられ

る時間の長さが上位に挙げられており，個人差の大きい化

粧工程でも分岐理由が概ね重複していることが分かった． 
また，実装したシステムの利用実験の結果，化粧工程の

構造化は自身の化粧工程の把握・俯瞰を可能とするだけで

なく，改善点や時期による変化の発見を促す効果があると

分かった．その一方で，システムを利用した化粧フローチ

ャート作成の難易度の高さや，システムの利便性に関する

課題が明らかになった． 
今後は利用実験の結果を踏まえ，改善したシステムを使

用してユーザに化粧フローチャートを作成してもらい，収

集した化粧フローチャートをもとに化粧の工程忘れ支援シ

ステムを実装することによって有用性を検証する予定であ

る．また将来的には，収集した化粧フローチャートを用い

て，化粧工程の統計的な分析や，個人間の化粧工程の類似

度の算出などを行い，ユーザの望む化粧に最適な化粧工程

の提案などを実現したいと考えている． 
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